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司

法

試

験
、
公
認
会

計
士
試
験
、

国
家
公
務
員

採
用
総
合
職

試
験
の
合
格

者
を
た
た
え

る
「
２
０
１

４
年
度
合
格

祝
賀
会
」
が

１２
月
８
日
、

神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催

さ
れ
た
。

今
年
度
は
、
司
法
試
験
７

人
、
公
認
会
計
士
試
験
１２

人
、
国
家
公
務
員
採
用
総
合

職
試
験
４
人
の
、
合
わ
せ
て

２３
人
が
合
格
し
た
（
１４
年
１２

月
８
日
現
在
）
。
祝
賀
会
に

は
、
司
法
修
習
な
ど
で
欠
席

し
た
６
人
を
除
く
１７
人
が
出

席
。
矢
野
建
一
学
長
を
は
じ

め
、
ゼ
ミ
の
指
導
教
員
、
育

友
会
、
校
友
会
関
係
者
ら
の

祝
福
を
受
け
た
。

矢
野
学
長
は
「
皆
さ
ん
は

最
も
難
関
な
試
験
を
突
破
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
多
方

面
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
」
と
激
励
し
た
。

髙
野
雅
夫
育
友
会
長
は
「
大

変
な
努
力
、
精
進
を
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
は

皆
さ
ん
が
後
輩
を
導
い
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
か
け

た
。合

格
者
に
は
専
修
大
学
、

育
友
会
、
校
友
会
職
域
支
部

の
法
曹
会
、
会
計
人
会
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
た
。
ま
た
、
司
法
試
験
、

公
認
会
計
士
試
験
、
国
家
公

務
員
採
用
総
合
職
試
験
に
合

格
し
た
在
学
生
ら
８
人
に

は
、
校
友
会
学
生
奨
励
賞
が

あ
わ
せ
て
贈
ら
れ
た
。

最
後
に
、
合
格
者
を
代
表

し
て
国
家
公
務
員
採
用
総
合

職
試
験
に
合
格
し
た
北
山
沙

樹
さ
ん
が
「
本
学
で
楽
し

く
、
深
く
法
律
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
後
も

専
修
大
学
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
結
ん

だ
。

司
法
試
験
合
格
者
は
本
紙
５
２
９
号
に
掲
載
。
国
家
公

務
員
採
用
総
合
職
試
験
【
院
卒
者
試
験
】
に
も
１
人
が
合

格
。
※
カ
ッ
コ
内
は
在
学
・
卒
業
年
学
部
、
所
属
ゼ
ミ
、

出
身
校

◆
公
認
会
計
士
試
験

大
坪
盛
也
さ
ん
（
商
３
、
埼
玉
県
大
宮
開
成
高
）

久
保
圭
吾
さ
ん
（
経
営
４
、
神
奈
川
県
横
浜
栄
高
）

和
田
賢
門
さ
ん
（
経
営
４
、
神
奈
川
県
荏
田
高
）

森
田
祐
介
さ
ん
（
商
４
、
千
葉
県
船
橋
東
高
）

佐
々
木
大
さ
ん
（
平
２６
商
、
佐
々
木
重
人
ゼ
ミ
、
神
奈
川

県
生
田
高
）

佐
藤
和
典
さ
ん
（
平
２６
商
、
菱
山
淳
ゼ
ミ
、
長
野
県
飯
田

風
越
高
）

足
立
光
陽
さ
ん（
平
２６
商
、菱
山
淳
ゼ
ミ
、愛
知
県
千
種
高
）

山
田

翔
さ
ん
（
平
２５
経
済
、
奴
田
原
健
悟
ゼ
ミ
、
認
定

試
験
・
大
検
）

三
ヶ
尻
琴
絵
さ
ん
（
平
２５
商
、
大
分
県
大
分
上
野
丘
高
）

冨
岡
勇
次
郎
さ
ん
（
平
２３
商
、
奥
西
康
宏
ゼ
ミ
、
長
野
県

赤
穂
高
）

菊
地
拓
也
さ
ん
（
平
２３
商
、
茨
城
県
水
海
道
第
二
高
）

新
井
暢
久
さ
ん
（
平
１６
経
営
、
高
澤
十
四
久
ゼ
ミ
、
群
馬

県
東
京
農
業
大
学
第
二
高
）

◆
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
【
大
卒
程
度
試
験
】

菅
谷
直
紀
さ
ん
（
経
済
４
、
千
葉
県
銚
子
市
立
銚
子
高
）

北
山
沙
樹
さ
ん
（
法
４
、
内
藤
光
博
ゼ
ミ
、
東
京
都
新
宿

高
）

岐
部

稜
さ
ん
（
法
４
、
小
林
弘
和
ゼ
ミ
、
神
奈
川
県
港

北
高
）

公
認
会
計
士
試
験
に
合
格
し
た
学
生
４
人
と
、
国
家
公

務
員
採
用
総
合
職
試
験
合
格
者
を
代
表
し
て
、
北
山
沙
樹

さ
ん
に
合
格
ま
で
の
道
の
り
や
今
後
の
抱
負
を
聞
い
た
。

３
年
次
で
の
公

認
会
計
士
試
験
突

破
を
決
意
し
、
奨

励
生
に
選
ば
れ
て

か
ら
は
学
習
プ
ロ

セ
ス
を
組
み
立
て

て
ペ
ー
ス
を
つ
か

む
学
習
法
に
集
中

し
ま
し
た
。

埼
玉
県
大
宮
の

自
宅
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
、
東
京
・

水
道
橋
の
大
原
簿

記
学
校
の
三
角
地
点
を
行
き

来
す
る
つ
ら
い
通
学
時
間
を

活
用
し
、
暗
記
も
の
は
満
員

電
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
覚
え

ま
し
た
。
駅
に
着
く
ご
と
に

「
こ
こ
か
ら
は
こ
の
科
目
」

と
一
つ
一
つ
�
制
覇
�
し
て

い
き
ま
し
た
。

「
諦
め
ず
、
素
直
に
、
頑

張
り
続
け
る
」
。
そ
れ
が
大

事
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

（
４
面
に
関
連
記
事
）

計
修
会
（
専
修
大
学
公
認

会
計
士
試
験
研
究
室
）
主
催

の
公
認
会
計
士
試
験
合
格
祝

賀
会
が
１２
月
１３
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
近
く
の
会
場
で
約

５０
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
た

∥
写
真
。

本
年
度
は
計
修
会
か
ら
、

佐
々
木
大
さ
ん
と
足
立
光
陽

さ
ん
の
２
人
（
い
ず
れ
も
２

０
１
４
年
３
月
に
商
学
部
卒

業
。
大
手
監
査
法
人
に
就
職

内
定
）
が
合
格
し
た
。

当
日
は
、
計
修
会
室
長
で

も
あ
る
佐
々
木
重
人
商
学
部

長
、
内
野
明
前
商
学
部
長
、

会
計
士
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
Ｏ
Ｂ
に
加
え
、
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
会
計
士
講
座
」
で
ご
指
導

を
い
た
だ
い
て
い
る
講
師
の

方
々
も
駆
け
つ
け
た
。
平
澤

哲
先
生
は
じ
め
、
日
ご
ろ
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
４
人
の

先
生
方
か
ら
「
来
年
は
現
役

合
格
１０
人
を
目
指
そ
う
」
と

お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
い

た
。計

修
会
は
、
身
近
に
合
格

者
と
接
す
る
こ
と
で
競
い
合

い
、
励
ま
し
合
っ
て
同
じ
目

標
に
挑
戦
す
る
仲
間
が
集
う

場
で
あ
り
、
そ
こ
で
鍛
え
ら

れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
は
、
社
会
人
基
礎
力
の

向
上
や
卒
業
後
の
連
携
強
化

に
も
役
立
っ
て
い
る
。

祝
賀
会
の
最
後
に
あ
い
さ

つ
し
た
佐
々
木
さ
ん
、
足
立

さ
ん
は
と
も
に
「
公
認
会
計

士
試
験
合
格
は
、
努
力
す
れ

ば
必
ず
か
な
う
と
信
じ
て
ほ

し
い
」
と
語
っ
た
。

集
ま
っ
た
室
員
た
ち
も

「
自
分
の
た
め
で
も
あ
る

が
、
専
修
大
学
に
貢
献
し
よ

う
と
日
々
勉
学
に
励
ん
で
い

ま
す
」と
応
え
た
。

同
じ
目
標
を
持
っ
た
志
の

高
い
多
く
の
新
入
生
が
、
来

年
度
も
計
修
会
に
入
室
す
る

よ
う
、
室
員
一
同
期
待
し
て

い
る
。

（
佐
々
木
重
人
）

在
学
中
に
「
何

か
強
み
と
な
る
資

格
を
取
ろ
う
」
と

考
え
、
公
認
会
計

士
試
験
合
格
を
目

標
に
掲
げ
ま
し

た
。試

験
勉
強
で
は

時
間
の
管
理
が
大

切
で
し
た
。
量
よ

り
質
を
重
視
し
、

集
中
し
て
机
に
向

か
う
時
間
と
、
休

む
時
間
の
メ
リ
ハ
リ
を
意

識
。
書
い
て
勉
強
し
て
い
て

は
時
間
が
足
り
な
い
の
で
、

移
動
時
間
な
ど
に
�
読
む
�

勉
強
も
心
掛
け
ま
し
た
。

会
計
分
野
で
も
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
卒

業
ま
で
の
時
間
を
有
効
に
使

っ
て
、
外
国
を
訪
れ
る
な
ど

見
聞
を
広
げ
て
い
き
た
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

し
ん

※
会
計
士
講
座
奨
励
生
制
度

本
学
の
会
計
士
講
座
を
熱
心
に
受
講
し
、
学
習
の
進

ち
ょ
く捗

が
著
し
く
、
現
役
で
公
認
会
計
士
試
験
に
合
格
し
よ
う
と
熱
意
を
持
つ
受
講
生
を

選
抜
し
、
２
年
目
の
「
基
礎
講
座
」
の
受
講
に
替
え
て
大
原
学
園
の
上
級
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
受
講
を
課
す
制
度
。

高
校
ま
で
サ
ッ

カ
ー
に
熱
中
し
た

分
、
大
学
で
は
勉

強
し
て
難
関
試
験

に
挑
戦
す
る
―
―
。

経
営
学
部
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
会
計

士
講
座
を
知
り
、

目
標
が
定
ま
り
ま

し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
培

っ
た
体
力
と
忍
耐

力
に
は
自
信
が
あ

り
ま
す
。
勉
強
時
間
は
食
事

や
昼
寝
、
雑
談
を
含
め
て
毎

日
１４
時
間
あ
ま
り
。
い
つ
何

を
勉
強
す
る
か
１
週
間
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ノ
ー
ト
に
書

き
、
実
行
し
ま
し
た
。

息
抜
き
は
土
曜
の
夜
の
フ

ッ
ト
サ
ル
。
体
を
動
か
す
と

ま
た
頑
張
ろ
う
と
意
欲
が
湧

き
ま
す
。
試
験
前
に
は
マ
ス

ク
を
着
用
し
体
調
管
理
に
も

気
を
つ
け
ま
し
た
。

会
計
士
を
目
指

し
た
き
っ
か
け
は

高
校
時
代
に
読
ん

だ
『
さ
お
だ
け
屋

は
な
ぜ
潰
れ
な
い

の
か
？
』
。
感
覚

で
な
く
、
数
値
で

物
事
を
理
解
す
る

考
え
方
に
ひ
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
１
年
、
頭

を
白
紙
に
し
て
勉

強
を
や
り
直
し
ま

し
た
。
会
計
士
講
座
の
奨
励

生
と
し
て
、
万
全
の
つ
も
り

だ
っ
た
昨
年
度
の
試
験
で
失

敗
し
た
か
ら
で
す
。
自
分
は

何
を
見
落
と
し
て
い
た
の

か
、
１
か
ら
ノ
ー
ト
を
と
り

な
が
ら
探
り
ま
し
た
。
合
格

に
一
番
大
事
な
の
は
「
考
え

る
力
」
。
わ
か
ら
な
い
こ
と

を
徹
底
的
に
考
え
る
習
慣

が
、
自
力
で
解
決
す
る
力
を

養
う
の
だ
と
思
い
ま
す
。

教
育
問
題
に
興

味
が
あ
り
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち

を
支
え
る
仕
事

を
、
と
公
務
員
を

目
指
し
ま
し
た
。

念
願
の
国
家
公

務
員
採
用
総
合
職

試
験
に
合
格
。
受

験
勉
強
は
直
前
の

１
カ
月
間
を
死
に

物
狂
い
で
、
最
後

ま
で
諦
め
ず
に
取

り
組
ん
だ
成
果
だ
と
思
い
ま

す
。
公
務
員
講
座
を
受
講

し
、
学
術
奨
学
金
を
い
た
だ

い
た
こ
と
も
大
き
な
励
み
に

な
り
ま
し
た
。

官
庁
を
回
る
中
で
、
現
場

の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
声

を
反
映
さ
せ
る
仕
事
こ
そ
自

分
に
向
い
て
い
る
―
―
と
思

い
、
地
方
公
務
員
に
。
４
月

か
ら
地
元
で
あ
る
足
立
区
の

職
員
と
し
て
働
き
ま
す
。

古
代
日
本
の
勝
者
と
敗
者

荒
木
敏
夫
著

敗
者
か
ら
日
本
史
を
読
み

解
く
「
敗
者
の
日
本
史
」（
全

２０
巻
）
の
第
４
巻
。
藤
原
氏

と
の
政
治
抗
争
に
負
け
続

け
、
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
消

え
た
有
力
氏
族
・
大
伴
氏
の

歴
史
と
変
遷
を
検
証
す
る
。

古
代
日
本
の
「
氏
族
」
は

二
次
的
・
政
治
的
に
編
成
さ

れ
た
集
団
を
指
し
、
人
類
学

で
い
う
氏
族
と
は
異
な
る
。

大
伴
氏
の
場
合
、
５
世
紀
か

ら
９
世
紀
に
か
け
、
変
貌
を

遂
げ
な
が
ら
も
氏
族
と
し
て

の
ま
と
ま
り
を
存
続
。
中
央

の
大
伴
「
連
」
氏
（
後
に
大

伴
「
宿

」
氏
）
、
擬
制
的

血
縁
関
係
で
つ
な
が
る
地
方

の
大
伴
部
、
大
伴
部
を
ま
と

め
る
大
伴
「
直
」
氏
ま
た
は

大
伴
部
「
直
」
氏
―
か
ら
成

る
巨
大
氏
族
を
形
成
し
た
時

期
も
あ
っ
た
。

三
河
大
伴
氏
な
ど
地
方
に

存
在
し
て
い
た
大
伴
氏
の
歴

史
も
た
ど
り
、
単
純
に
敗
者

と
は
言
い
切
れ
な
い
未
知
の

真
実
に
迫
る
。
（
吉
川
弘
文

館
・
本
体
２
６
０
０
円
＋

税
）著

者
（
あ
ら
き
・
と
し

お
）
∥
文
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
「
日
本
古
代
の
王
権

と
国
家
」。

三
く
だ
り
半
と
縁
切
寺

高
木
侃
著

帯
に
は
「
夫
を
追
い
出
す

女
房
も
い
た
」
。
三
行
半
で

書
か
れ
た
江
戸
時
代
の
離
縁

状
�
三
く
だ
り
半
�
は
女
性

の
地
位
の
低
さ
の
象
徴
な
ど

で
は
な
く
、
実
際
は
女
性
か

ら
も
離
縁
を
要
求
で
き
た
と

明
か
す
。

著
者
は
群
馬
・
太
田
市
立

縁
切
寺
満
徳
寺
資
料
館
の
館

長
を
務
め
、
現
在
は
名
誉
館

長
。
満
徳
寺
は
鎌
倉
の
東
慶

寺
と
並
ぶ
有
名
な
縁
切
寺

で
、
大
学
院
の
修
士
論
文
で

テ
ー
マ
に
選
ん
で
以
来
、
半

世
紀
近
く
江
戸
時
代
の
離
婚

事
情
を
研
究
し
て
き
た
。

本
書
で
は
、
夫
か
ら
の
一

方
的
な
離
婚
宣
告
書
で
は
な

く
、
協
議
離
婚
に
近
い
「
熟

談
離
婚
」
だ
っ
た
―
―
と
史

料
を
も
と
に
三
く
だ
り
半
を

解
説
。
妻
か
ら
の
離
婚
請
求

手
段
の
一
つ
だ
っ
た
縁
切
寺

へ
の
駆
け
込
み
に
つ
い
て
も

詳
述
す
る
。

原
本
（
講
談
社
現
代
新

書
）
は
１
９
９
２
年
に
刊

行
。
研
究
の
進
展
に
寄
与
し

続
け
る
良
書
と
し
て
復
刊
さ

れ
た
。
作
家
・
井
上
ひ
さ
し

が
『
東
慶
寺
花
だ
よ
り
』
を

執
筆
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
書
で
も
あ
る
。
（
吉
川
弘

文
館
・
本
体
２
４
０
０
円
＋

税
）著

者
（
た
か
ぎ
・
た
だ

し
）
∥
本
学
大
学
史
編
集
主

幹
（
元
法
学
部
教
授
）
。
専

門
は
日
本
法
制
史
。

◀

合
格
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
す
る

北
山
沙
樹
さ
ん

「２０１４年度合格祝賀会」

▲ 公認会計士試験現役合格者の前列右から森田さん、

和田さん、久保さん、大坪さん

合
格
者
の
声

和
田
賢
門
さ
ん

久
保
圭
吾
さ
ん

森
田
祐
介
さ
ん

大
坪
盛
也
さ
ん

北
山
沙
樹
さ
ん

オン、オフのメリハリ

計画的に勉強と運動

無心に考え続ける

暗記は満員電車で

子どもたちを支える

司法試験、公認会計士試験、
国家公務員採用総合職試験

１４
年
度
公
認
会
計
士
試
験
、
国
家

公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
合
格
者

１４
年年
度度
公公
認認
会会
計計
士士
試試
験験
、、
国国
家家

公公
務務
員員
採採
用用
総総
合合
職職
試試
験験
合合
格格
者者

計
修
会
も
祝
賀
会
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